
リニアバレー構想

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２２２２    巨大災害時のバックアップと食料・エネルギーの新しい供給拠点 ～日本を支える～ 

首都圏と中京圏の中間に位置し、リニアを活かした時間短縮効果を最大限発揮できる地の

利をいかすことで、首都機能や企業の中枢機能のバックアップを果たします。 

３３３３    高度な都市空間と大自然とが近接した「対流促進圏域」 ～ここで豊かに暮らす～ 

都市圏への通勤や二地域居住、週末農業など新たなライフスタイルを提案するとともに、

豊かにくらすための地域づくりや魅力ある自然環境の保全と景観の形成を進めます。 

 
４４４４    世界から人を呼び込む感動フィールド ～ここでふれあう～ 

1111    国際空港へ 1 時間でアクセスするグローバル活動拠点 ～世界とつながる～ 

グローバル産業や研究開発機関、航空産業クラスター、メディカルバイオクラスターとい

った新たな時代の産業の集積と次世代産業の創出を進めます。 

インバウンドも含めた広域観光の促進により交流人口を拡大させるため、美しい信州の原

風景や文化を活かした広域観光ルートづくりや体験型観光の促進を図ります。 

出典：リニア中央新幹線整備を地域振興に活かす伊那谷自治体会議「リニアバレー構想」（Ｈ28.2月）

� 平成28年2⽉に、⻑野県及び伊那⾕の各⾃治体で構

成する「リニア中央新幹線整備を地域振興に活かす

伊那谷自治体会議」において、リニア開通に向けた

地域づくりの指針として「リニアバレー構想」を策

定しました。

� 今後は、具体的な取組や事業(プロジェクト)につい

ての検討を進め、同構想の実現を目指します。

＜構想概要＞

リニア将来ビジョン、基本構想・基本計画

出典：南信州広域連合「リニア将来ビジョン〜リニア中央新幹線リニア駅を⾒据えたまちづくり〜」（Ｈ22.11月）

リニア駅

� 平成22年、南信州広域連合はリニア中央新幹線開業後の地域づくりの基本指針として「リニア将来ビジョン」を取りまとめ、同ビ

ジョンが目指す地域像をより具体化し、取り組みを進めるため平成27年3月に「基本構想・基本計画」を策定しました。

（１）地域像

将来の地域像として、対外的には「小さな世界都市」「多機能高付加価値

都市圏」の構築を掲げ、地域内には「守るべきもの」「備えるべきもの」を

明らかにし、「多様な主体」が取り組むことの必要性を示しています。

（２）南信州地域の資源や機能、可能性を踏まえ

た施策の方向性

出典：南信州広域連合「基本構想・基本計画（第4次広域計画）」より抜粋（Ｈ27.3月）

（３）リニア時代に望まれるインフラ

１.多地域居住の推進による地域づくり

【Multihabitation Valley】（多地域居住）

２.芸術・文化、教育を活かした地域づくり

【Art,Culture＆Education Valley】（芸術・文化、教育）

３.スポーツと保健・健康の促進に着目した地域づくり

【Sports＆Health Valley】（運動、健康）

４.新たな産業の振興や誘致による地域づくり

【Green ICT+R＆D Valley】
（自然環境を活かした情報通信事業、研究開発機能）

５.新たな機能の創出による地域づくり

【Training＆Convention Valley】（研修、会議）

高等教育機関
国内に形成される知の集積(ナレッジ・リンク)の
一翼を担うことが出来る新たな高等教育機関を設置

コンベンションセンター
国内外から様々な会議を誘致し、多角的な交流が

できる会議施設の整備

スポーツ施設
国際的大会を招致でき、⼀流アスリート等が集う
合宿地にふさわしいスポーツ施設の整備

研究開発機能の拠点施設
製品の⾼度化や研究開発を支援する機能の拠点とな
る施設の整備

資料２



交流拠点

（遠山郷）

交流拠点

（天龍峡）

飯田市は、リニア開業により、長野県の南の玄関口とし
て世界とつながります。

リニアの整備効果を広く波及させるため、既存ストック
を最大限に活かしながら、「当地域に息づく文化・歴史・
自然」と「高度な都市空間」との対流を促進する「田園型
の学術研究都市づくり」を進め、知の創発拠点をつなぐ
ナレッジリンクの一翼を担うまちを目指します。

〈リニア時代に望まれる広域的なインフラ〉
・研究開発機能の拠点施設

・高等教育機関

・コンベンションセンター

・スポーツ施設

南信州広域連合

「第４次広域計画」より

拠点集約連携型都市構造

（リニア長野県駅）


